
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京都新聞に報じられた記事  2010,4,20 付 

 

４
月
２０
日
付
京
都
新
聞
で
報

じ
ら
れ
た
「
新
人
職
員
を
自
衛
隊

に
体
験
入
隊
」
の
記
事
は
、
多
く

の
市
民
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
守
山
市
委
員
会
と
平
和

委
員
会
守
山
支
部
は
、
即
日
、
市

に
抗
議
と
中
止
を
口
頭
で
申
入

れ
、
翌
日
文
書
で
も
申
し
入
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
一
泊
２
日
の

「
体
験
」
は
、
２２
日
と
２３
日
強

行
さ
れ
ま
し
た
。
防
衛
講
話
や
戦

車
試
乗
が
な
ぜ
新
人
研
修
に
必

要
な
の
か
。
市
の
対
応
と
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

◆
研
修
内
容
に
「
防
衛
講
話
、
戦
車
試

乗
、
装
備
品
展
示
見
学
」 

 

２
日
間
に
わ
た
る
研
修
日
程
表
に

は
、
防
衛
講
話
や
戦
車
試
乗
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
が
。
実
際
に
、
雨
の
中
、
カ
ッ

パ
を
着
て
教
官
の
号
令
の
も
と
集
合

整
列
、
行
進
な
ど
の
訓
練
、
合
計
約
５

ｋ
ｍ
の
持
久
走
や
、
朝
５
時
起
床
、
６

時
か
ら
雨
の
中
カ
ッ
パ
を
着
て
、
約
７

キ
ロ
の
山
道
歩
行
訓
練
、
さ
ら
に
戦
車

に
試
乗
し
て
走
行
、
銃
や
設
備
の
見
学

な
ど
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

◆
突
然
、
「
自
衛
隊
へ
の
体
験
入
隊
」 

 

新
人
職
員
が
手
に
し
た
研
修
計
画

書
に
は
、
今
回
の
研
修
に
つ
い
て
、「
宿

泊
研
修 

〈
目
的
〉
社
会
規
律
、
協
調

性
〈
場
所
〉
高
島
市
饗
庭
」
と
書
か
れ

て
い
る
だ
け
で
、
自
衛
隊
体
験
入
隊
と

は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
幹
部
職
員

も
、
今
年
度
そ
の
よ
う
な
研
修
を
す
る

こ
と
を
、
新
聞
報
道
で
始
め
て
知
っ
た

と
い
う
人
も
。
研
修
内
容
を
し
っ
か
り

吟
味
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

◆
原
則
拒
否
で
き
な
い
強
制
研
修 

 

新
人
研
修
は
、
自
治
体
職
員
と
し
て

の
資
質
を
培
う
大
事
な
も
の
で
す
。
全

て
の
市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
課
題

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
研
修
す
る
の
は

当
然
で
す
が
、
自
衛
隊
入
隊
体
験
が
、

ど
う
し
て
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
研
修
な
の
か
、
新
人
職
員
に
必
ず

履
修
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
修

な
の
か
疑
問
で
す
。
拒
否
し
た
く
て

も
、
基
本
的
に
拒
否
で
き
な
い
強
制
研

修
に
、
自
衛
隊
体
験
入
隊
を
組
み
入
れ

る
こ
と
そ
の
も
の
が
、
問
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

国政の大きな焦点となっている沖縄の米海兵隊普天間基地（宜野湾市）をめぐる問題で２５日、

「基地はいらない」と党派をこえ、沖縄の人々が心ひとつにして県民大集会が開かれました。会

場の読谷村運動広場に９万人を超える人々が集いました。この力は必ず歴史を動かすでしょう。

「世界一危険」な米海兵隊。普天間基地は、県内外を問わず「たらい回し」するのではなく、無

条件撤去こそが、沖縄県民と日本国民の願う道です。鳩山首相はこの立場でアメリカにきっぱり

とモノをいい、決断すべきです。 
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